大会参加のあり方

全国高等学校体育連盟柔道専門部

高等学校体育大会における選手のあり方を基本とし、柔道大会に関して下記の事項について心がけること。

１．一般的心得

（１）柔道を愛好する人々の集まりであるから、一般社会で評価されている柔道人として立派な態度を堅持する。

（２）勝負にとらわれず伝統ある柔道の尊厳を保つ。

（３）柔道人たる誇りに徹し、人間成長を遂げるよう努力する。

（４）開催の労苦に感謝し、礼儀を学ぶ。

２．監督の心得

（１）監督は選手の全行動に対してのみならず、自校を応援する者（先輩・父母等を含む）に対して全ての責任を負う。

（２）試合中には試合場に入ってはならない。

３．選手の心得

（１）礼を正しく行い、その際に声を出さない。

（２）服装を端正にし、乱れたら絶えず整える。みだりに裸にならないようにする。

（３）試合場では努めて正座をする。会場内で寝ころんだり、立ち膝をしたり、足を投げ出したり、タオルをかけたり下げたりしてはならない。

（４）会場使用上の注意をよく守ること。

４．応援に対する心得

応援は選手の志気を高める役割上大切なものであるが、自ら限界がある。大会の品位を保つ上から、節度のあるものにするよう協力を望む。

（１）審判の適正な運営に支障のないように静粛にする。

（２）審判に対する暴言や不遜な態度は厳に慎む。運営上支障があると認めた場合は、退場を求めることがある。

（３）試合中は、選手自らの意志で全力を尽くせるようにするため、声援を行わない。

（４）相手の人格を傷つけるがごとき声援を不用意に発しない。

（５）笛・ラッパ・太鼓等による鳴物の応援は一切認めない。

（６）応援旗・のぼり等の掲示は、定められた場所のみとする。

（７）会場使用規定を守り、定められた席以外の立ち入りを厳に慎む。

【大会役員】

	大会長
	北海道高等学校体育連盟旭川支部長
旭川志峯高等学校長
	今　井　健　晴
菅　野　秀　樹

	副大会長
	旭川柔道連盟会長
	岩　崎　　　満

	参与
	参加各高等学校長　各位
	

	顧問
	中　野　良　廣　 　　庄　司　政　隆
岩　崎　　　満　　 　中　野　政　美
大　友　直　弘　　　 山　本　政　行
東　出　敏　明　 　　佐　藤　忠　吉

	大会委員長
	当番校　旭川志峯高等学校長
	菅　野　秀　樹

	大会副委員長
	旭川柔道連盟理事長
	行　方　威　七

	大会副委員長
	旭川柔道連盟副会長
	田　村　二　郎

	大会委員
	参加各高等学校柔道部　顧問
	


【競技役員】

	競技委員長
	村瀬　秀行（旭志峯）

	顧問審判員
	安藤　　弥（旭龍谷）

	審判長
	綾　　如永（旭　東）

	会場主任
	岡本　敦子（旭実業）　葛西　大樹（旭龍谷）　葛西　綾子（旭明成）


[image: image1.emf]布 地 白色（晒、太綾）

サ イ ズ 横30cm±3cm　×　縦22cm±3cm

文 字 位 名字は上側3分の2、所属（校）名は下側3分の1

書 体 太いゴシック（楷書）、男子は黒、女子は赤

縫 い 位 後ろ襟から10cm、対角線にも強く縫い付ける


	

	葛西　大樹（旭龍谷）　安藤　　弥（旭龍谷）　村瀬　秀行（旭志峯）　岡本　敦子（旭　実）
綾　　如永（旭川東）　葛西　綾子（旭明成）　宮上　和也（旭　南）　滝沢　英子（旭　工）
大柳　　治（旭　工）　小幡　俊夫（中体連）　吉田　尚子（高体連）　金　　聖一（旭柔連）
川島　康嗣（旭柔連）　大道　東太（中体連）


【救　護】
　　行方　威七（髙橋整形外科クリニック）
【大会事務局】

	事務局長
	本間　正彦

	総務
	一条　智貴　村瀨　秀行

	式典表彰
	本間　正彦　村瀨　秀行　一条　智貴　藤原　慶

	会場競技
	村瀨　秀行

	掲示記録
	一条　智貴　齋藤　宏宜

	救護・接待
	藤原　慶

	会計
	藤原　慶

	受　　　　付
	一条　智貴　藤原　慶　齋藤　宏宜

	
	


大　会　日　程

　　　　　　　　
５月１６日（木）開　　　　　場（８：００～）
設　　　　　営（８：００～）

公　式　練　習（９：００～１０：２０）

　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　量（９：１０～９：３０）

　　　　　　　　　　　　　　　　審　判　会　議（９：４５～）

　　　　　　　　　　　　　　　　監督主将会議（審判会議終了次第～１０：１５）

　　　　　　　　　　　　　　　　開会式（１０：３０～）

　　　　　　　　　　　　　　　　競技開始（１１：００～）

　　　　　　　　　　　　　　　　男女団体戦
　　　　　　　　５月１７日（金）開　　　　場（９：００～）

審判打ち合せ（１０：００～）

競技開始（１０：４５～）

　　　　　　　　　　　　　　　　男女個人戟
　　　　　　　　　　　　　　　　閉会式（個人戦終了後）

式　典　要　領
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例図１　文字位置・サイズ
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第７４回北海道高等学校柔道競技大会

旭川支部予選会　要項

１．主催　　　北海道高等学校体育連盟旭川支部・旭川柔道連盟

２．主管　　　北海道高等学校体育連盟旭川支部柔道専門部
３．当番校　　　旭川志峯高等学校

４．期　　　　日　　　２０２４年５月１６日（木）～５月１７日（金）

５月１６日（木）開　　　場（８：００）
　設　　　営（８：００～）　　
公式　練習（９：００～１０：２０）
計　　　量（９：１０～９：３０）
　　　　　　　　 審判会議（９：４５～）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  監督主将会議（審判会議終了次第～１０：１５まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  開会式（１０：３０～）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  競技開始（１１：００～）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  団体戦
５月１７日（金）開場（９：００～）

　　　　　　　　審判打ち合せ（１０：００～）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　競技開始（１０：４５～）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  男女個人戦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  閉会式（個人戦終了後）

５．会場　　　東光スポーツ公園　武道館
［旭川市東光24条7丁目　TEL（0166-31-3510）］

６．参加資格
（１）　北海道高等学校体育連盟加盟校の在学生徒。（2024年4月以降）
（２）　選手は、2005年4月2日以降に生まれたものとする。ただし、出場は同一競技3回までとし、同一学年での出場は1回限りとする。

（３）　転校後6ヶ月未満の者は参加を認めない。（外国人留学生もこれに準ずる）但し一家転住等やむを得ない揚合は、支部長の許可があればこの限りでない。

（４）　出場する選手は、あらかじめ健康診断を受け当該校の校長が支障なしと判断した者。

（５）　2024年度(財)全日本柔道連盟に登録を完了した者。

（６）　女子については、試合経験があり力量のある者とする。

（７）　高体連主催大会参加者災害補償制度に加入した者、または加入の意志のある者。

（８）　脳震盪対応について（選手および指導者は下記事項を厳守すること）

①　大会一ヶ月以内に脳震盪を受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場許可を得ること。

2 大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可とする。なお、至急、専門医

（脳神経外科）の精査を受けること。

3 練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け、許可を得ること。

4 当該選手の指導者は大会事務局および全柔連に対し、書面により事故報告書を提出すること。

（９）新型コロナウイルス対応について

別紙「全国高等学校柔道選手権旭川支部大会 新型コロナウイルス感染防止ガイドライン」を参照
７．チーム編成　　　男子団体戦正選手５名、補欠１名、マネージャー１名、監督１名の計８名とする。

　　　　　　　　　　　女子団体戦正選手３名、補欠１名、マネージャー１名、監督１名の計６名とする。
個人戦（男子）特に参加人数を制限はしない。

６０kg級　　６６kg級　　７３kg級　　８１kg級

９０kg級　１００kg級　１００kg超級

個人戦（女子）特に参加人数の制限はしない。

４８kg級　　５２kg級　　５７kg級　　６３kg級

７０kg級　　７８kg級　　７８kg超級

８．競技規則　
（１）　試合は国際柔道連盟試合審判規定（IJF 2023新ルール　高体連ルール）による。

（２）　優勢勝ちの判定基準

ア．団体試合は、「技あり」または「僅差」（指導差２）とする。
イ．チームの内容が同等の場合は代表選手を任意に選出して代表戦を行う。代表戦で得点差が場合は、延長戦（ゴールデンスコア）により勝敗を決する。

ウ．個人試合は「技あり」以上とする。技による評価が同等の場合は、延長戦（ゴールデンスコア））により勝敗を決する。

エ．締め技及び関節技においては、その効果が認められたときは審判員の見込みによって「一本」の判定を下すことが出来る。
（３）　個人試合について
　　　　①　判定基準
(ア)　選手対選手それぞれの試合の勝敗は「技あり」または「僅差」とする。
　　　　　(イ) 「僅差以上」は指導差２とする。

　　　　②　延長戦
　　　　　(ア)　指導差もない（０－０）、あるいは指導差１（２－１または１－０）の場合は延長戦を行う。　　　　　　　
　　　　　(イ)　延長戦に入った場合、従来どおり「技あり」以上もしくは指導差がでた時点で勝敗を決する。
　　　　　

（４）　団体試合について
　　　　①　判定基準
(ア)　選手対選手それぞれの試合の勝敗は「技あり」または「僅差」以上とする。
　　      (イ) 「僅差以上」は指導差２とする。

　　　　② 「技の内容」と「指導」の重み
　　　　　(ア)　【一本勝＝反則勝 ＞ 技あり＞僅差】の順とする。
　　　　③　団体試合のチーム対チームの勝敗の決定（以下の項目に従って勝敗を決定する。）
　　　　　(ア)　勝ち数の多いチームを勝ちとする。
　　　　　(イ)　(ア)で同等の場合は「一本」による勝ちが多いチームを勝ちとする。

　　　　　　　　　　※ただし、一本勝ちと反則勝ちは同等とする。
(ウ)　(イ)で同等の場合は「技あり」による勝ちが多いチームを勝ちとする。
　　　　　(エ)　(ウ)で同等の場合は代表戦を行う。
　　　　　　　※　代表戦はその対戦に出場した選手の中から任意に選出して行う。
　　　　　　　※　代表戦における優勢勝ちの判定基準は「技あり」または「僅差」以上とする。ただし勝敗が決しない場合は、延長戦（ゴールデンスコア）を時間無制限で行う。
※　延長戦の判定基準・実施方法は個人試合に準ずる。
９．競技方法　　　
（１）　団体試合（男子５人制・女子３人制、ともに総当たりの勝ち点方式）
【男子団体】
ア　男子団体戦は昨秋の新人戦上位４チームをシードする。

　　　　　イ　参加チームが５チーム以内の場合は１リーグ戦とする。６チーム以上の場合は、予選２ブロックリーグ戦により下記決勝トーナメント進出３校を決める。

[image: image4.emf]【決勝トーナメント】

Ａ１ Ｂ２ Ａ３ Ｂ１ Ａ２ B３


　　　　　ウ　チーム間の勝敗決定は、勝率高点法による。

　　　　　エ　同内容の時は、代表戦を１回行い必ず勝敗を決する。

オ　時間は、予選リーグ戦は３分、決勝トーナメント戦は３分とする。

　　　【女子団体】
　　　　　ア　女子団体戦は参加チームによるリーグ戦で行う。

　　　　　イ　三人制（先鋒、中堅、大将）の総当り方式とする。なお、試合は各チーム２名以上で行い、試合毎のオーダー変更を認めない

ウ　試合時間は３分とする。

　　　　　　※ 判定基準：選手対選手それぞれの試合の勝敗は、「技あり」または「僅差」以上とする。僅差は「指導差が２」以上とする。

　※「技の内容」と「指導」の重み

　　　【一本勝ち＝反則勝ち＞技あり＞僅差】

　※ 代表戦は、その対戦に出場した選手の中から任意に選出して行い。

　※ 代表戦の判定基準、実施方法は個人試合に準ずる。

（２）　個人試合（男子・女子）

ア　男子・女子ともにトーナメント法により行う。

　　イ　試合時間は、男子は３分とする。ただし、準決勝及び決勝は３分とする。女子はすべて３分とする。
10．ゼッケンについて

　　　　参加選手はゼッケン（名字、所属校名入り）を柔道着に取り付けること。

　　　　ゼッケンを取り付けていない選手は、出場できない。


11．申込方法
（１）　別紙様式により申し込むこと。

　　　　合わせて、旭川工業高等学校ホームページ内「第73回北海道高等学校柔道大会旭川支部予選会申込み」のページより「参加申込書(個人・団体)」(ワードファイル)をダウンロードし、必要事項を記入して下記事務局井内宛にメール送信して下さい(詳しくは別紙「第73回北海道高等学校柔道大会旭川支部予選会 参加申込みについて」を参照して下さい)。

参加料（選手１名につき300円。ただし、高等専門学校生徒は1名につき400円）と全国高体連柔道負担金（１名につき500円を徴収）の合計800円（高等専門学校生徒は1名につき900円）を5月9日（火）顧問会議（抽選会）当日にご持参下さい。

（２）　2023年5月2日（木）16：00　必着
〒079-8505　旭川市永山７条１６丁目３－１６
旭川志峯高等学校 柔道大会事務局　一条　智貴　 宛

E-mail　 ichijo@shiho.ed.jp
　　　　　　　Tel　0166-48 -1221　（用紙は郵送，データはメールにより提出。電話・FAXによる申込は不可。）
12．全道大会　　　全道大会への出場は、個人は各階級６名（ただし１００㎏級、１００㎏超級は４名）、女子は各階級とも選考された者とする。男子団体戦は３校とする。
13．顧問会議　　　2024年5月9日（木）午後1時30分～　旭川志峯高等学校　多目的室（校舎２階）
（抽選会）
14．その他
（１）　申し込み後、出場者に変更を生じた場合は、当該高等学校長の証明書を添えて、5月16日（木）の監督主将会議までに届けること。

（２）　試合用の紅白の帯は各校で用意すること。

（３）　参加校には道高体連研究調査誌（１冊1,500円）を配布しますので代金をご持参下さい。
15．引率・監督

　　（１）引率責任者は、各学校の認める当該校の職員とする。監督は校長の認める当該校の職員または指導者とする。監督については、校長から委嘱された「部活動指導員」(学校教育法施行規則第７８条の２に記された者)も可とする。

（２）監督の役割

　　　監督は、自身の選手が大会会場に入場してから退出するまでの間、選手の行動に責任を持たなければならない。

　　（３）監督の行為・言動

　　　　　①　試合が止まっている間（「待て」から「始め」）のみ、選手に対し、指示を与えることができる。

　　　　　②　次の行為を禁止する。

1． 試合が続行している最中に指示を出すことや試合中に立ち上がること。

2． 対戦相手や自身の選手を侮辱する言動。　　　　

16．諸連絡
　　（１）　申し込み後、出場者に変更を生じた場合は、当該高等学校長の証明書を添えて、５月１８日（木）の監督会議に届けること。

　　（２）　試合用の紅白の帯は、各校で用意すること。

　　（３）　今年度の補助生徒の派遣依頼はしない。

　　（４）　競技中の傷害・疾病などの応急処置は主催者が行うが、その後の責任は負わない。

　　（５）　選手は、必ず当該校引率責任者に引率され、引率責任者は選手のすべての行動に対して責任を負うものとする。

　　（６）　宿泊は、各学校で手配すること。

【審判員】





閉会式





１　選手整列


２　開会宣言


３　成績発表


４　審判長講評


５　大会委員長挨拶


６　閉会宣言


７　選手解散








開会式





１　選手整列


２　開会宣言


３　優勝杯返還


４　大会委員長挨拶


５　旭川柔道連盟会長挨拶


６　審判長注意


７　選手宣誓


８　閉会宣言


９　諸注意


１０　選手解散
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